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序     文 
 

サウジアラビア王国においては、近年の急激な若年人口増加を背景に、将来的な雇用対策が

必要不可欠とされています。同国政府は外国人労働者に大きく依存している同国労働市場を

「サウジアラビア人化すること（サウダイゼーション）」を最重要政策課題のひとつに掲げて

おり、特に技術系の職種をいかに「サウジアラビア人化」するかは大きな課題のひとつとなっ

ています。 

以上を背景として、1998 年 10 月のアブドゥッラー皇太子訪日の際に、自動車産業における

両国関係の推進とサウジアラビア王国の人材育成に資することを目的として、同国に自動車技

術高等研修所（Saudi Japanese Automobile High Institute：SJAHI）を設立するために日本・サ

ウジアラビア王国共同で努力することが両政府間で確認されました。 

2000 年 5 月の日本・サウジアラビア王国官民合同委員会の開催を経て、同年 7 月にプロジェ

クト方式技術協力の正式要請書がサウジアラビア王国技術教育・職業訓練庁（GOTEVT）から

提出されました。その後、日本自動車工業界（JAMA）及びサウジアラビア王国日本車輸入代

理店協会（JADIK）が中心となり、校舎が建設されるとともに、2000 年 11 月の第 1 次短期調

査団派遣、2001 年 3～4 月の第 2 次短期調査団派遣を経て、2001 年 5 月に派遣された実施協議

調査団により、具体的な協力内容及び実施計画が討議議事録（R/D）に取りまとめられ、2001

年 9 月 1 日より、「SJAHI が自動車整備業界に対し、サウジアラビア人技術者を送り出せるよ

うになる」「SJAHI が自動車整備技術に関する効果的な訓練を提供できるようになる」をプロ

ジェクト目標に設定した、5 年間の協力が開始されています。 

2002 年 9 月 1 日には研修所も開校し、約 200 名の生徒たちを 1 期生として受入れ、その後、

2004、2005 年には約 200 名づつの卒業生を輩出し、サウジアラビア王国の自動車産業界で活躍

を始めています。 

本調査においては、2004 年 12 月～2005 年 1 月にかけて実施した中間評価に続き、これまで

のプロジェクトの実績を確認し、評価 5 項目の観点から終了時評価を実施し、必要な申し入れ

や提言をするとともに、残り協力期間の技術協力計画に関する協議を行い、それらの結果をミ

ニッツに取りまとめ、署名・交換を行いました。 

本報告書は同調査団の調査結果をまとめたものです。 

ここに本調査団の派遣に関し、ご協力いただいた日本・サウジアラビア王国両国の関係各位

に対し深甚の謝意を表するとともに、あわせて今後のご支援をお願いする次第です。 

 

 平成 18 年 4 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

経済開発部長 佐々木 弘世 
 



 

評価調査結果要約表 
 

１．案件の概要 

国名：サウジアラビア王国 案件名：自動車技術高等研修所計画 

分野：民間セクター開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：経済開発部中小企業チ－ム 協力金額（評価時点）：13 億 8,800 万円 

（R/D）:2001.9.1～2006.8.31

（延長）: 

（F/U） : 

先方関係機関： 

技術教育・職業訓練庁（GOTEVT） 

自動車技術高等研修所（SJAHI） 

日本車輸入代理店協会（JADIK） 

 

 

協力期間 

（E/N）（無償） 日本側協力機関： 

経済産業省製造産業局自動車課 

社団法人 日本自動車工業会 

１－１ 協力の背景と概要 

 1998 年 10 月のサウジアラビア王国（以下、「サウジアラビア」と記す）アブドゥッラー皇

太子（当時）訪日時に、自動車産業における両国関係の推進とサウジアラビアの人材育成へ

の寄与を目的として同国における SJAHI 設立に向け日本・サウジアラビア官民共同で努力す

ることが合意された。 

 これを受け 2000 年 7 月には本件プロジェクト方式技術協力の正式要請書が GOTEVT から

わが国政府に提出される一方で、民間ベースで校舎の建設作業が進められた。JICA は 2000

年 11 月及び 2001 年 3 月に事前調査団、2001 年 5 月に実施協議調査団を派遣して、プロジェ

クトの詳細について協議を行い、同年 9 月に 5 年間の協力が開始された。 

 

１－２ 協力内容 

 （１）上位目標 

自動車整備技術におけるサウジアラビア人雇用拡大化政策（サウダイゼーション）を

推進する。 

 

（２）プロジェクト目標 

１）SJAHI は、現地の自動車整備産業向けにサウジアラビア人テクニシャンを輩出でき

る。 

２）SJAHI は、自動車整備技術に関する有効な訓練を提供できる能力を備える。 

 

（３）成 果 

１）SJAHI の運営体制が確立される。 

２）技術教育に必要な資機材が調達・設置され、適切な運用及び維持管理が実施される。

３）カウンターパート（C/P）である SJAHI の教員の技術能力が向上する。 

４）教育手法及び教材が開発される。 

５）自動車整備技術教育のためのカリキュラムが体系的に実施される。 

６）技術教育の現状に対する内部評価が組織的に実施される。 

 

（４）投 入（評価時点） 

日本側： 

    長期専門家派遣 11 名  機材供与 4 億 5,400 万円 

    短期専門家派遣  7 名  ローカルコスト負担   3,500 万円 



 

    研修員受入 17 名 

相手国側： 

    C/P 配置 59 名 

    土地・施設提供 SJAHI の用地、SJAHI 建設費（約 8 億円） 

    ローカルコスト負担 6,000 万サウジ・リアル（SR） 

２．評価調査団の概要 

団長/総括 小澤 勝彦 JICA 経済開発部 第一グループ長 

学校運営/インストラクター 

育成 
麻妻 正史 

トヨタ自動車株式会社 オセアニア・中近東

営業部 中近東営業室 第一グループ 

カリキュラム/試験評価制度 川野 壮男 社団法人日本自動車工業会 国際統括部 

評価企画 池上 宇啓 
JICA 経済開発部 第一グループ 中小企業

チーム 

 調査者 

評価分析 十津川 淳 佐野総合企画株式会社 主任研究員 

調査期間  2006 年 2 月 16 日～3 月 15 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（１）プロジェクト目標の達成見込み 

以下の点が確認されていることから、プロジェクト目標はプロジェクト終了時までに

達成されると予想される。 

１）2006 年 7 月卒業予定の在校生を含めた場合、569 名の卒業生を輩出することになり、

又、過去 3 年間の卒業率は約 91％となる（計画値：180～200 名の卒業生/年、卒業率

90～100％）。 

２）JADIK 企業、SJAHI 学生及び同卒業生からのヒアリングの結果、なお改善の余地は

あるものの SJAHI の教育についておおむね満足しているとの回答を得た。 

 

（２）成果の達成度 

１）SJAHI が本プロジェクト開始時に新たに設立された組織であることを考慮すれば、

現時点までに行われた組織構成の再構築（インストラクターのエリア別配置）、意見交

換の場の設置及び副校長兼教育部長の補佐役の配置等運営体制の整備のための努力に

ついては一定の評価はできる。一方で、SJAHI 職員の各業務所掌、手順が明確に規定

されていない点等課題も見受けられる。最終的なスタッフの配置は以下のとおり。管

理部門 19 名、学生課 6 名、技術科目課 29 名、一般科目課 5 名。 

２）技術教育に必要な資機材の調達、適切な運用及び維持管理については、技術教育に

必要な機材が調達され（数 4 億 5,400 万円）、操作マニュアルの作成（11 点）、スペア

パーツ調達のためのカタログの整備、及びストアキーパー・メンテナンス担当者によ

る現状把握・メンテナンス状況の記録等が実施されており、おおむね達成していると

判断できる。 

３）SJAHI インストラクターの指導方法や技術力等を広く査定する SJAHI Qualification
System Test（SQST）において、現職のサウジアラビア人ジュニアインストラクター5

名全員が「インストラクターⅡ」に合格しており、SJAHI インストラクターの技術能

力は向上したと判断できる。また、日本人専門家もインストラクターの技術レベルは

目標レベルに到達したと評価している。 



 

４）教育手法の開発については、「教授法マニュアル」及び「レッスンプラン」を作成中

で、2006 年 3 月には全科目のうち約 8 割が完成する予定であることから、期待された

成果が達成されたと判断できる。また、教材開発については、わが国で活用されてい

る教科書をベースに全 50 種類の教科書、教材を作成し、「教科書作成ガイドライン」

も併せて作成しているが、インストラクター及び SJAHI 学生からは質・量の両面で過

大であると指摘されており、適正な教材の内容・量の検討が期待される。 

５）自動車整備技術教育のためのカリキュラムについては 2004 年 7 月に改訂が行われ、

効果的な授業展開、学生を飽きさせない内容となった点はインストラクターや学生か

らも評価されており、期待された成果は達成されたと判断できる。JADIK 会員企業ワ

ークショップの満足度から判断して、卒業生全員（569 名）が目標とした技能レベル

に到達したといえる。一方で、たび重なる授業スケジュールの変更が問題視されてお

り、授業の組織的な実施という側面からはなお課題が残っている状況である。 

６）技術教育の現状に対する内部評価については、試験方法・内容の改善に加えて、試

験結果のみならず出席率等を加味した総合的な学生評価システムを漸次整備してお

り、大きな進展があったと判断できる。一方で、筆記試験問題の精査、技術試験実施

方法の標準化及び試験結果をカリキュラム、教材等の改善にフィードバックさせる仕

組みづくり等なお課題が残っている状況である。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 

サウジアラビアではサウジアラビア人の雇用拡大をめざす政策「サウジアラビア人雇

用拡大化政策（サウダイゼーション）」を進めており、第 7 次 5 ヵ年計画（2000-2004）

及び第 8 次 5 ヵ年計画（2005-2009）において最重要課題のひとつとなっている。 

JICA 国別事業実施計画において、援助重点分野のひとつに「教育・技術教育」があり、

本件は同重点分野に位置づけられている。また、わが国では自動車整備技術に係る教育

方法、教材及び教材開発方法にて研究が進んでおり、本件に貢献できる経験や手法が十

分に蓄積されていることから、わが国が本件協力を実施する妥当性は高い。 

 

（２）有効性 

SJAHI はプロジェクト終了時までに 569 名（卒業率 91％）の卒業生を輩出する予定で

あり、ヒアリングの結果、JADIK 企業、学生及び卒業生からは、なお改善の余地はある

ものの SJAHI の教育についてはおおむね満足しているとの回答を得ていることから、指

標からみるプロジェクト目標の達成度は高い。しかし、SJAHI の運営体制整備に関して

は、職員間の情報共有方法、業務手順の明確化等課題が散見され、技術教育の内部評価

に関しても、試験問題の精査、技術試験実施方法の標準化等課題が残っている。 

 

（３）効率性 

日本側の投入（専門家の派遣及び資機材の供与）は、量、計画どおりの投入スケジュ

ール、成果への貢献の視点から、適切な投入であった。また、サウジアラビア側の投入

（C/P の配置及び資機材・運営経費）も適切であった。 

本邦研修の実施については、量、タイミングともに適切であったものの、2000～2001



 

年にかけて日本で研修を受けたサウジアラビア人インストラクター5 名全員がプロジェ

クト期間中に SJAHI を退職しており、効率性の損失があった。 

 

（４）インパクト 

プラスのインパクトとして以下の項目が確認された。 

１）本件の上位目標は「自動車整備技術におけるサウジアラビア人雇用拡大化政策（サウダイ

ゼーション）が推進される」であり、本件は同上位目標に貢献するものである。 

２）2003 年時点の従業員 20 名以上の企業におけるサウジアラビア人自動車整備技術者は約

3,100 名であったことから、2004 年以降プロジェクト終了までに SJAHI 卒業生が約 600 名弱

輩出されることを考慮すると、サウダイゼーションへの貢献が推測される。 

３）SJAHI は、学生の 100％がいずれかの企業に就職することが確約され、民間セクタ

ーのニーズを踏まえたカリキュラムにて授業が展開され、官民連携にてコストシェア

をするという独自の学校運営を行っていることから、サウダイゼーションの推進のた

めの有効なモデルとして認識されており、国内のみならず海外からも多くの見学者が

あり、結果として他企業、他業種においても SJAHI 形式の学校運営が計画されている。

このような動きは他業種におけるサウダイゼーション推進に寄与すると考えられる。

４）サウジアラビアでは、一般的にはブルーカラーの職種は外国人労働者が行うものと

の認識があるが、自動車整備士はブルーカラーの職種ではなく、マネージメント部門

等ホワイトカラーの職種へのキャリアパスの一環になることが一部の学生のうちで認

識されるようになった。 

 

（５）自立発展性 

１）技術面：SJAHI ではレッスンプランの作成や試験問題のデータベース化を進めてき

ており、技術面の自立発展性を確保するうえで非常に有益であった。 

２）財政面：現在 SJAHI の運営に関しては学生 1 人当たり約 4 万 SR の費用が必要であ

る。その内訳は、政府の人材開発基金から 1 万 8,000SR、JADIK メンバーから 1 万 9,000SR、
学生の授業料としての 3,000SR により賄われている。GOTEVT によると、人材開発基

金は今後も現在の援助額が維持され、JADIK メンバー各社も現在と同様の拠出金を負

担する予定であり、財政面においては比較的高い自立発展性がある。 

３）組織面：エリア制の導入や各種委員会の設置などの点でプロジェクト開始当初と比

較して改善が図られているが、マネージメント層とインストラクター間の情報交換が

不十分であり、また、インストラクターの人材開発計画、人材登用計画が未策定であ

ることから、組織面での自立発展性のためには更なる改善が必要である。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（１）計画内容に関すること 

自動車産業界における日本とサウジアラビア両国関係の推進とサウジアラビアの人材

育成に資することを目的として、サウジアラビアに自動車技術高等研修所を設立するこ

とが両国政府のハイレベルで確認されたことで、プロジェクト関係者のモチベーション

が高まったことが効果の発現に大きく貢献した。 

 



 

（２）実施プロセスに関すること 

日本側民間企業の経験を基に教育カリキュラム及びテキストが準備され、自動車整備

分野での経験が豊富な日本人専門家がインストラクターを指導したことが効果の発現に

大きく貢献した。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（１）計画内容に関すること 

特になし。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

本件はプロジェクト開始時に新たに設立された組織（研修所）に対する協力であった

ことから、研修所運営上の様々な課題が指摘された。これに対して専門家チームと C/P
は定期的な会合をもつことにより、解決すべき課題に優先順位を付しながら取り組んだ

ことから、効率的に事業が実施された。 

本邦研修の実施については、2000～2001 年にかけて日本で研修を受けたサウジアラビ

ア人インストラクター5 名全員がプロジェクト期間中に SJAHI を退職しており、効率性の

観点から問題があった。 

 

３－５ 結 論 

プロジェクト開始時に策定された計画におおむね沿って投入・活動が実施され、これを受

けて達成度の差異はあるものの PDM に定められた成果 6 項目において、それぞれ一定の成果

を収めたといえる。また、これらの成果に基づき、SJAHI は自動車産業界に年間約 200 名の

サウジアラビア人整備士を供給し始めており、プロジェクト目標についても満足できる水準

で達成されたといえる。 

効率性の観点からは、日本で能力強化を行ったサウジアラビア人インストラクター5 名全員

がプロジェクト期間に SJAHI を退職したものの、授業レベルを確保するためにレッスンプラ

ンを作成する等一定の取り組みを行っている。また、自立発展性の観点からは、技術面、財

政面及び組織面のいずれも高い自立発展性が見込まれる。 

さらに、学生の 100％がいずれかの企業に就職することが確約され、民間セクターのニーズ

を踏まえたカリキュラムにて授業が展開され、官民連携にてコストシェアをするという

SJAHI 独自の学校運営については、サウダイゼーションの推進のための有効なモデルとして

認識されており、結果として他企業、他業種においても SJAHI 形式の学校運営が計画されて

いる。このような動きは他業種におけるサウダイゼーションに寄与すると考えられる。 

 

３－６ 提 言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

（１）学校の運営・経営システムの改善 

内部規定/規則の策定や同内部規定/規則に基づいた適正な学校運営が望まれる。その

最初のステップとしてエリア内会議をより頻繁に開催することが SJAHI に望まれる。 

また、インストラクターの能力開発のために、カリキュラムに対する適当なインスト

ラクターの人数の見直し、インストラクターに対するリフレッシュメントトレーニング

制度の導入が SJAHI に望まれる。この点では、JADIC 会員企業との比較交流制度の構築

等 SJAHI と JADIC とのより強い協力関係が必要である。 

 



 

（２）試験・評価システムの改善及び教育内容の改善のための試験結果の適切なフィード

バックシステムの確立 

記述試験問題を蓄積するデータベースの確立、実技試験の手法と内容の再開発、試験

結果の授業内容とカリキュラムへのフィードバックシステムの確立のために努力するこ

とが望まれる。 

 

（３）機材の更新計画 

すべての研修用機器の更新計画の策定が望まれる。 

 

３－７ 教 訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、

実施、運営管理に参考となる事柄） 

 サウジアラビア側及び日本側の官民ステークホルダーによる緊密な連携が行われたことが

本プロジェクトに成果をもたらした。官民の意思決定に係るスピード感の違いや ODA 事業の

公益性等配慮すべき事項はあるものの、本件のようにサウジアラビア政府が研修施設の土

地・人材開発基金を提供し、日本・サウジアラビアの民間セクターが建設費を負担し、ODA
事業にて人材育成、カリキュラム作成等の技術支援を行うという官民連携による協力は、産

業界のニーズをダイレクトに協力内容に反映させるとともに各アクターの強みを生かした点

で有効であるといえる。 

 

３－８ フォローアップ状況 

 フェーズⅡプロジェクトが要請されている。 
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第１章 調査概要 
 

１－１ 終了時評価調査団派遣の背景 

 1998 年 10 月のサウジアラビア王国（以下、「サウジアラビア」と記す）アブドゥッラー皇太

子（当時）訪日時に、自動車産業における両国関係の推進とサウジアラビアの人材育成への寄

与を目的として同国における自動車技術高等研修所（SJAHI）設立に向け日本・サウジアラビ

ア官民共同で努力することが合意され、これを受け 2000 年 5 月に開催された日本・サウジア

ラビア官民合同委員会では以下についての合意がなされた。 

（１）本研修所を 2 年制短大レベルとする。 

（２）2002 年 9 月開校。 

（３）設立支援委員会をわが国政府及び社団法人日本自動車工業会（JAMA）、サウジアラビ

ア側は全国商工会議所、技術教育・職業訓練庁（GOTEVT）及び日本車輸入代理店協会

（JADIK）加盟企業 6 社で構成する。 

（４）建設費は JAMA 及び JADIK が負担する。 

（５）わが国政府には、サウジアラビア人教官の本邦研修実施、日本人専門家派遣及び教育

用資機材の供与を要望する。 

（６）学校運営についてはサウジアラビア側が学校法人理事会を設置する。 

 これを受け 2000 年 7 月にはプロジェクト方式技術協力の正式要請書が GOTEVT からわが国

政府に提出され、民間ベースで校舎の建設作業が進められるなか、2000 年 11 月には JICA から

第 1 次事前調査団を派遣しプロジェクトの基本的枠組みについて確認し、2001 年 3 月には第 2

次事前調査団を派遣し更に詳細について協議を行った。 

 以上の結果を踏まえ、2001 年 5 月には実施協議調査団を派遣し、わが国とサウジアラビア側

双方の責任分担を再確認し、具体的な協力内容及び実施計画について協議し、最終的に合意し

た内容を討議議事録（R/D）に取りまとめ、署名・交換を行った。 

 係る経緯に基づき、2001 年 9 月より「SJAHI が自動車整備業界に対し、サウジアラビア人技

術者を送り出せるようになる」「SJAHI が自動車整備技術に関する効果的な訓練を提供できる

ようになる」をプロジェクト目標と設定した 5 年間の協力を実施中である（2006 年 8 月まで）。

具体的な投入としては、2006 年 2 月の時点で、長期専門家延べ 11 名、短期専門家延べ 7 名が

派遣されており（現在はチーフアドバイザー、カリキュラム、エンジン、電気系統、業務調整

の長期 5 名が派遣中）、研修員を 17 名受入れ、機材供与については 4 億円強が投入されている。

またプロジェクトの進捗としては、開始後１年を経た 2002 年 9 月 1 日に研修所が開校し、第 1

期生 200 名を受入れ、その後も毎年 9 月に約 200 名ずつ生徒が入学し、2004 年 8 月と 2005 年

8 月にそれぞれ第 1 期生と第 2 期生が卒業しており、卒業生は現在 JADIK 加盟企業のワークシ

ョップで勤務している状況にある。 

 なお、2004 年 12 月～2005 年 1 月にかけて中間評価調査団を派遣し、プロジェクト終了まで

に対応すべき課題の整理と PDM の見直しを行っている。 

 

１－２ 調査団派遣の目的 

 2006 年 8 月をもって 5 年間の協力期間の終了を迎えることから、以下の調査を目的として、

本調査団を派遣する。 
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 （１）技術協力の進捗状況及び目標の達成状況を確認のうえ、評価 5 項目に基づき、評価を

行う。 

 （２）プロジェクト終了後のサウジアラビア側による SJAHI 自立発展性確保のための計画、

及び必要とされるわが国の協力の方向性につき先方の意見を聴取する。 

 

１－３ 主要調査項目 

（１）終了時評価の実施 

１）SJAHI の現状確認 

２）投入実績の確認 

３）技術協力の進捗状況の確認 

４）評価 5 項目に基づく終了時評価結果の取りまとめ 

（２）プロジェクト終了後のフォローに係る協議・意見交換 

 

１－４ 終了時評価調査団の構成 

氏 名 分 野 所 属 

小澤 勝彦 団長/総括 
JICA 経済開発部 第一グループ 

グループ長 

麻妻 正史 
学校運営/インストラ

クター育成 

トヨタ自動車株式会社 オセアニア・中近東営業

部 中近東営業室 

第一グループ 

川野 壮男 
カリキュラム/試験評

価制度 
社団法人日本自動車工業会 国際統括部 

池上 宇啓 評価企画 
JICA 経済開発部 

第一グループ 中小企業チーム 

十津川 淳 評価分析 
佐野総合企画株式会社 

主任研究員 

 

 なお本評価はサウジアラビア側との合同調査として実施されており、サウジアラビア側の評

価者は以下のとおり。 

 

Name Job Title Occupation 
Dr. Saleh Aboreshaid 
Al-Amr 

Leader Vice Governor 
General Organization for Technical Education and Vocational 
Training（GOTEVT）  

Salim H. Al-Asmarei Member Director 
Saudi Japanese Automobile High Institute 

Fauzi Seraj A. Al-Thiga Member Education Manager & Deputy Director 
Saudi Japanese Automobile High Institute 

Faisal Aboushousha Member Director, 
Network Development and ALJ Center for Continuous Learning, 
Abdul Latif Jameel Co.Ltd. 
（Member of JADIK）  
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１－５ 調査日程 

日付 日 程 

 ・団長/総括 

・学校運営/インストラク

ター育成（3 月 11 日～14

日のみ参加） 

・カリキュラム/試験評価

・評価企画 

・評価分析 

2/16

（木） 

 20:40 JL1319 羽田発 

22:00 関空着 

23:15 EK317 関空発 

2/17

（金） 

 05:55 ドゥバイ着 

18:40 EK817 ドゥバイ発 

19:35 リヤド着 

2/18

（土） 

 AM：JICA サウジアラビア事務所打合せ 

PM：移動 リヤド→ジエッダ 

2/19

（日） 

 SJAHI 校長・副校長からのヒアリング 

アシスタント・エデュケーション・マネージャーか

らのヒアリング 

SJAHI 設備、授業の視察 

2/20

（月） 

 SJAHI インストラクター、在学生からのヒアリング 

2/21

（火） 

 SJAHI インストラクター、在学生からのヒアリング 

 

2/22

（水） 

 ワークショップスタッフ、卒業生からのヒアリング 

 

2/23

（木） 

 ワークショップスタッフ、卒業生からのヒアリング 

2/24

（金） 

 資料整理 

2/25

（土） 

 SJAHI インストラクター、在学生からのヒアリング 

2/26

（日） 

 SJAHI インストラクター、在学生からのヒアリング 

2/27

（月） 

 移動 ジエッダ→リヤド 

GOTEVT からのヒアリング 

2/28

（火） 

 ワークショップスタッフ、卒業生からのヒアリング 

3/1

（水） 

 ワークショップスタッフ、卒業生からのヒアリング 

3/2

（木） 

20:40 JL1319 羽田発 

21:55 関空着 

23:15 EK317 関空発 

評価表（案）の取りまとめ 
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3/3

（金） 

05:45 ドゥバイ着 

18:40 EK817 ドゥバイ発 

19:35 リヤド着 

団内打合せ 

評価表（案）の取りまとめ 

団内打合せ 

3/4

（土） 

AM：JICA 事務所との打合せ 

移動 リヤド（15:00）→ジエッダ（16:40）（SV1049） 

3/5

（日） 

AM：SJAHI 専門家との打合せ 

PM：SJAHI 校長からのヒアリング 

3/6

（月） 

AM：SJAHI 設備・機材・授業視察 

PM：SJAHI 校長・副校長との意見交換 

3/7

（火） 

ワークショップ訪問・ワークショップスタッフ、卒業生からのヒアリング 

3/8

（水） 

SJAHI インストラクターとの協議 

3/9

（木） 

フェーズⅡ協力内容に係る SJAHI 校長・副校長との意見交換 

3/10

（金） 

資料整理、団内打合せ 

3/11

（土） 

AM：JADIK ワーキンググループとの協議 

PM：M/M に係る協議 

3/12

（日） 

M/M に係る協議 

3/13

（月） 

AM：合同調整委員会 M/M 署名 

PM：在ジエッダ日本国総領事館表敬 

3/14

（火） 

AM：移動 ジエッダ（10:00）→リヤド（11:30）（SV1028） 

PM：在サウジアラビア日本国大使館、JICA サウジアラビア事務所報告 

18:00 SV 552 リヤド発 

20:40 ドゥバイ着 

3/15

（水） 

02:50 JL5090 ドゥバイ発 

16:40 関空着 

18:30 JL1316 関空発 

19:35 羽田発 

 

１－６ 主要面談者 

＜サウジアラビア側＞ 

（１）GOTEVT 
Dr. Saleh Abdulrahman Al-Amr Vice Governor for Development 

 

（２）SJAHI 
（Saudi Japanese Automobile High Institute；SJAHI）  
Mr. Salim H. Al-Asmarei Director 
Mr. Fauzi Seraj A. Al-Thiga Deputy Director and Education Manager 
Mr. Abdul Rahman Al-Masri Assistant Education Manager of General Subjects 
Mr. Sulayman Mendoza       〃 of Technical Subjects 
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Mr. Suhail Iqbal Shaikh  Assistant Education Manager of Technical Subjects 
Mr. Roberto Arzadon Area Chief（Engine） 
Mr. Noel H. Desalisa Area Chief（Chassis） 
Mr. G. Sreekumar Area Chief（Electricity）  
Mr. Edward De La Cruz Senior Instructor 
Mr. Fabian Osit Senior Instructor 
Mr. Rajam V. Padmanabhan Senior Instructor 
Mr. Allaudin Mohd. Ali Senior Instructor 
Mr. Toto Suginarto Senior Instructor 
Mr. Rodelio Tantay Senior Instructor 
Mr. Francis Salvatierra Instructor 
Mr. Paul L. Morfe Instructor 
Mr. Edward Ramirez Instructor 
Mr. Omar Mangotara Instructor 
Mr. Adil Pasha Instructor 
Mr. Malik Siddique Khan Instructor 
Mr. Amer Othman Gadah- Instructor 
Mr. Maitham Al-Miskeen Instructor 
Mr. Hattan Hassan Nadrah Instructor 
Mr. Tariq Saeed Badroos Instructor 
Mr. Waleed A. S. Garoot Instructor 
Mr. Talal Z. Al-Amri Jr. Instructor 
Mr. Amin H. Flimban Jr. Instructor 
Mr. Mohammed A. Qassem Jr. Instructor 
Mr. Zein A. Al-Ashi Apprentice 
Mr. Mohammed Muzzaffar Apprentice 
Mr. Ahmed T. Shobak Apprentice 

 

（３）サウジアラビア・JADIK ワーキンググループ 

（Working Group, Japan Automobile Distributors in the Kingdom；JADIK）  
Mr. Faisal Aboushousha Director of Support Services, Abdul Latif Jameel Ltd. 

（Toyota） 
Mr. Emad Aburado Director General, AL-Hamrani United Co.(Nissan) 
Mr. Saleh Al-Alwani SJAHI Coordinator, AL-Hamrani United Co.(Nissan) 
Mr. Mohammad Saeed Dardeer HRD Manager, Alesayi Trading Corp.(Mitsubishi) 
Mr. Abdul-Qadir K. Al-Bassam GM of Installment Division, Abdullah 
 Hashim Co. Ltd.(Honda) 
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＜日本側＞ 

（１）在サウジアラビア日本国大使館 

岡 浩 公 使 

尾藤 文人 二等書記官 

 

（２）在ジェッダ日本国総領事館 

出木場 功 総領事 

 

（３）JICA サウジアラビア事務所 

中内 清文 所 長 

楠 洋介 所 員 

金元 良夫 Program Development Officer 
 

（４）JICA 専門家 

小森 毅 チーフアドバイザー 

後藤 秀夫 自動車整備技術（カリキュラム総括） 

渋川 典明 自動車整備技術（エンジン） 

山田 雄三 自動車整備技術（電気系統） 

大熊 浩 業務調整 
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第２章 終了時評価の方法 
 

２－１ PDM 

 本プロジェクトについては、2001 年 3～4 月の第 2 次事前調査時に PDM（案）が準備され、

同年 5 月の実施協議調査時に同 PDM が正式に承認されている。その後、2003 年 10 月の運営指

導調査団派遣時、及び 2005 年 1 月の中間評価調査団派遣時にプロジェクト目標及び成果に関

する指標の追加を行っており、現時点でも中間評価時に修正した PDM が十分に現状を反映し

ているものと考えられるところ、今回の終了時評価においては中間評価時に修正した PDM を

変更せずに活用することとした。 

 

２－２ 情報・データ収集手法 

 以下により、終了時評価に必要な情報・データを収集することとした。 

（１）文献調査 

本プロジェクトの四半期報告書、専門家報告書、各種報告やサウダイゼーションに係る

統計資料から必要な情報を収集する。 

 

（２）直接観察 

授業実施状況、テキスト/レッスンプランの整備状況、機材の活用管理状況等を視察に

より確認する。 

 

（３）インタビュー調査 

校長、副校長兼教育部長、教育部長補佐、エリアチーフ、シニアインストラクター、ジ

ュニアインストラクター等 SJAHI における各階層の内部関係者からのインタビュー、

SJAHI 在校生、卒業生及び卒業生就職先であるワークショップからのインタビューにより、

多角的な視点からプロジェクトの現状と課題に係る情報を入手する。 

 

（４）意見交換 

本プロジェクトの重要ステークホルダーである JADIK との意見交換会により、JADIK
の本プロジェクトに対する評価・及び今後の支援体制に係る情報を入手する。 
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第３章 調査結果概要 

 

調査項目 
現状及び問題点 

（評価の留意点） 
対処方針 調査・協議結果 

1 終了時評価の実施    

(1) 終了時評価の目

的と主旨の理解 

・2006 年 8 月をもって 5 年間

の協力期間の終了を迎える

ことから、以下の諸項目の

調査を目的として、本調査

団を派遣する。 

(1)技術協力の進捗状況及

び目標の達成状況を確

認のうえ、評価 5項目に

基づき、プロジェクト終

了時評価を実施する。 

(2)プロジェクト終了後の

サウジアラビア側によ

る SJAHI 自立発展性確

保のための計画、及び必

要とされるわが国の協

力の方向性につき先方

との意見交換を行う。 

 

・

・

左記終了時評価の目的に

ついて理解を得る。 

 

サウジアラビア側評価チ

ームとともに、評価 5 項

目の観点から、教訓・提

言を含む合同評価レポー

ト (Joint Evaluation 
Report：JER)を作成する。

なお、サウジアラビア側

評価チームは 

1)GOTEVT 
2)SJAHI 
3)JADIK 

より構成される。 

・1)GOTEVT、2)SJAHI、
3)JADIK より構成され

るサウジアラビア側調

査団と JER を作成し、

M/M の別添として署名

を行った。  

(2) 最新のプロジェ

クト管理諸表の

確認・分析 

 ・左記(2)ア～エの種管理諸

表等を基に、「評価グリッ

ド」を作成し、終了時評価

（5項目評価）を行う。 

 

 

 ア PDM ・最新 PDM は 2005 年 1 月に

行われた中間評価調査時に

合意されている。 

・プロジェクト目標達成に向

けた個々の活動及び成果の

相関関係や各指標がプロジ

ェクト目標及び成果が達成

された状態を表すうえで妥

当かどうか等を再確認し、

必要に応じ見直しを行い

JER に添付する。 

 

・ PDM については中間評価

調査時に使用したものを

変更せずに活用すること

とし、M/M に添付した。

 イ 技術協力計

画(TCP)、活

動計画 (PO)

及び実施計

画(TSI) 

・2005 年 1 月に行われた中間

評価にて最新版が合意され

ている。 

・これまでの技術移転進捗状

況及び残余期間の協力体制

についての協議結果を踏ま

え、必要であれば見直しを

行い JER に添付する。 

 

・TCP、PO、TSI について、

協力開始時の計画と現在ま

での実績が明確になるよう

再度整理を行い、JER に添

付した(ANNEX2、3、4)。

 ウ 年次活動計画

(APO)、年次

技術協力計画

(ATCP)、年次

実 施 計 画

(ATSI) 

・2005 年 1 月に行われた中間

評価において2005年度途中

までの計画が承認されてい

る。 

・これまでの実績を確認す

るとともに、2006 年 8 月

のプロジェクト終了まで

の計画について協議し

JER に添付する。 

・実績については上記 TCP、
PO、TSI 中で確認した。ま

たプロジェクト終了まで

の活動計画については、早

急にサウジアラビア側と

協議のうえプロジェクト

で策定することとした。 



－9－ 

 

調査項目 
現状及び問題点 

（評価の留意点） 
対処方針 調査・協議結果 

 エ 進捗管理に

用いるその

他のフォー

マット 

・左記(2)ァ～ウのプロジェ

クト管理諸表とは別に、 

1)実施機関(SJAHI)の予算 

2)日本側投入実績 

3)SJAHI の人員配置 

4)入学者数、卒業生数 

5)機材リスト 

6)指導用教材リスト 

7)インストラクター育成状

況（昇格試験結果） 

等のデータが管理されてい

る。 

 

・左記の実績・状況を確認

し、JER に添付する。 

・実績・状況を確認のうえ、

JER に添付した。

(ANNEX13、9、18、7、16、

12)。 

2 プロジェクトの

進捗状況 

   

(1) 投入計画の進捗

状況 

・これまでの実績は以下のと

おり。 

  

 ア 日本側    

 (ア)専門家派遣  ・実績を確認し、結果を JER
に添付する。 

 

・実績を確認し JER に添付

した(ANNEX5)。 

  a.長 期 ・チーフアドバイザー 

梅沢 賢浩 

（2001.09.01-2003.08.31）

  

  太字は派遣

中の専門家 

・チーフアドバイザー 

小森 毅 

（2004.05.15-2006.08.31）

  

   ・業務調整 

金元 良夫 

（2001.09.01-2003.08.31）

  

   ・業務調整 

大熊 浩 

（2003.08.15-2006.08.31）

  

   ・自動車整備技術（カリキュ

ラム総括） 

後藤 秀夫 

（2002.03.16-2006.03.15）

  

   ・自動車整備技術（エンジン）

轟木 晴実 

（2002.04.30-2004.04.29）

  

   ・自動車整備技術（エンジン）

渋川 典明 

（2004.04.15-2006.04.14）

  

   ・自動車整備技術（シャーシ）

永井 義章 

（2002.04.30-2004.04.29）

  

   ・自動車整備技術（シャーシ）

大山 憲一 

（2004.04.15-2005.10.28）
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調査項目 
現状及び問題点 

（評価の留意点） 
対処方針 調査・協議結果 

   ・自動車整備技術（電気系統）

川上 琢磨 

（2002.05.21-2005.05.20）

  

   ・自動車整備技術（電気系統）

山田 雄三 

（2005.5.01-2006.08.31）

 

  

  b.短 期 （2001 年度実績）   

   ・インストラクター指導 

（カリキュラム） 

後藤 秀夫 

（2002.01.24-2002.02.14）

  

   ・インストラクター指導 

（教材） 

川上 琢磨 

（2002.01.24-2002.02.14）

  

   （2002 年度実績）   

   ・機材据付指導 

佐野 正明 

（2002.05.23-2002.06.20）

  

   ・機材安全確認指導 

山本 伸彦 

（2002.08.22-2002.09.13）

  

   ・機材機能確認指導 

山岡 太郎 

（2002.08.22-2002.09.13）

  

   ・自動車整備学校の制度指導

河野 壯次 

（2002.09.13-2003.03.09）

  

   （2003 年度実績）   

   ・自動車整備学校の制度指導(2)

河野 壯次 

（2003.05.31-2003.11.25）

 

  

 (イ)研修員受入 （2001 年度実績）   

   ・自動車整備技術教育 

（2001.09.03-2002.05.31）

Mr. Bandel Saeed Ahmed 
Abojammal 
Mr. Basem Zakaria M. Nahari
Mr. Fayez S. S. Al-Jaddaani 
Mr. Ali A. A. Obeid 
Mr. Nabil S. D. Alturairi 

・

・

実績（計画含む）を確認

し、結果を JER に添付す

る。 

ヒアリングや昇格試験の

結果等により研修後の

C/P への技術移転状況を

確認する。 

・実績を確認し JER に添付

した。昇格試験の結果につ

いても結果を確認し、JER
に添付した(ANNEX6、

12)。 

   ・プロジェクト運営管理 

（2002.03.24-2002.03.28）  

Dr. Saleh A. S. Al-Amr 

  

   ・プロジェクト運営管理 

（2002.03.20-2002.03.30）

Mr. Salim H. A. Al-Asmarei 
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調査項目 
現状及び問題点 

（評価の留意点） 
対処方針 調査・協議結果 

   （2002 年度実績）   

   ・自動車整備技術 

（2002.10.22-2003.07.20）

Mr. Amer Othman Gadah 
Mr. Maitham Abdullah 
Al-Miskeen 
Mr. Hattan Hassan Nadrah 
Mr. Tariq Saeed Badroos 
Mr. Waleed A. S. Garoot 

  

   ・学生評価／カリキュラム編

成／教員指導 

（2003.01.26-2003.02.05）

Mr. Al-Thiga Fauzi Seraja 

  

   (2003 年度実績）   

   ・運営管理システム 

（2004.02.22-2004.03.16）

Mr. Murad Adnan Jamjoom 

  

   （2004 年度実績）   

   ・自動車整備技術 

（2005.03.29-2005.06.28）

Mr. Talal Z. Al-Amri 
Mr. Amin Flimban 
Mr. Mohamad Ali Qassem 

  

   （2005 年度計画）   

   ・自動車整備技術 

3 名を予定 

 

  

 (ウ)機材供与 ・

・

・

2001 年度実績： 

   4億 1,186万 9,000円

2002 年度実績： 

     1,549万9,000円

2003 年度実績： 

     2,569万8,000円

・実績を確認し、結果を JER
に添付する。 

・実績を確認し JER に添付

した(ANNEX7)。 

    ・機材管理台帳に基づいた

機材の維持管理がなされ

ているか確認する。 

・サウジアラビア側で独自に

調達した機材と合わせ、サ

ウジアラビア側で一括管理

を行っている旨確認した。

    ・稼動状況、メンテナンス

状況について確認する。

・ヒアリング・視察により、機

材はおおむね良好に稼動し

ており、メンテナンスも十分

に行われている旨確認した。

 

 (エ)現地業務費 ・

・

・

2001 年度実績： 

      616 万 6,000 円

2002 年度実績： 

      959 万 2,000 円

2003 年度実績： 

     1,374万3,000円

2004 年度実績： 

      484 万 8,000 円

・現地業務費の執行管理状

況を帳簿などにより確認

する。 

・実績を確認し JER に添付

した。実績を確認し JER に

添付した(ANNEX8)。 
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調査項目 
現状及び問題点 

（評価の留意点） 
対処方針 調査・協議結果 

 イ サウジアラ

ビア側 

   

 (ア)人員配置  ・人員配置の現状について

確認し、JER に添付する。

・実績を確認し JER に添付

した(ANNEX9、10)。 

   ・中間評価調査時の提言を受

け、新しくエリアチーフ制

を構築する等の体制変更を

行っている。 

・左記の新体制が有効に機

能しているかヒアリング

等により確認し、結果を

JER に記載する。 

 

・新体制の構築により、以前

より運営体制が改善され

た旨、ヒアリングにより確

認した。 

 (イ)予算措置 ・2004 年度（サウジアラビア

側会計年度）までの SJAHI
監査済会計報告が提出され

ている。 

・実績を確認し、結果を JER
に添付する。 

・実績を確認し JER に添付

した(ANNEX13)。 

   ・ JADIK メンバーからの拠出

金が主な収入源となってお

り、SJAHI の自立発展のた

めにはこの拠出金が安定的

に確保される必要がある。

 

・可能であればプロジェク

ト終了後のサウジアラビ

ア側予算措置計画を入手

し JER に添付する。 

・プロジェクト開始時点か

らの実績、及び今年度の計

画について確認し、JER に

添付した(ANNEX13)。 

 (ウ)施設・設備 ・現時点では特に問題なし。

研修用機材の更新について

はサウジアラビア側で長期

的な計画を策定する必要が

ある。 

・維持管理体制を確認し、

結果を JER に記載する。

・維持管理体制は良好であ

る旨確認し、その旨 M/M
に記載した。また長期的な

更新計画策定の必要性に

ついても JER で確認した

(ANNEX13)。 

 

(2) PDM 上の各活動

分野の成果達成

状況 

   

 ア SJAHI の運営

体制が確立

される。 

・中間評価調査団より人材面

での体制強化（教育部門専

任マネージャーの配置、シ

ニアインストラクター、ジ

ュニアインストラクターの

増員）が特に必要である旨

提言し、これを受け提言と

は異なる形ではあるもの

の、教育部門エリアマネー

ジャーの配置等の体制変更

が行われた。これにより教

育部門のマネージメント能

力については一定の改善が

図られていると考えられる

が、2006 年 8 月の協力期間

終了までに、経営面、人材

育成面を含め全面的に自立

発展的な運営が行われる体

制を構築することは難しい

状況にある。 

・現状と課題を確認し、結

果を JER に記載する。 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 
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調査項目 
現状及び問題点 

（評価の留意点） 
対処方針 調査・協議結果 

 イ 技術教育に

必要な資機

材が調達・設

置され、適切

な運営及び

維持管理が

実施される。 

・中間評価調査時に、基本的

機材は適切に設置され維持

管理も順調であることを確

認している。補充が必要な

小額整備用工具はいくつか

あるものの、大規模な投入

は必要ないと考えられる。

 

・現在の維持管理体制を確

認し、結果を JER に記載

する。 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 

 ウ C/P の技術能

力が向上す

る。 

・中間評価調査団よりジュニ

アインストラクター（サウジ

アラビア人）の育成のための

技術移転計画の策定・実施が

必要である旨提言を行い、そ

の後 SJAHI 内での技術指導

や各メーカーのトレーニン

グセンターでの研修が実施

される等、インストラクター

の育成システムについては

改善が図られている。またジ

ュニアインストラクターの

一部は昇格試験に合格して

おり能力の向上もみられて

いる。しかしながら5名のジ

ュニアインストラクターが

2005 年に退職しており今

後、量・質ともにどの程度の

サウジアラビア人インスト

ラクターが確保できるか予

測が困難な状況にある。 

 

現状及び今後のインスト

ラクター育成計画を確認

し、結果を JER に記載す

る。 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 

なお、インストラクターの

育成に関する長期計画は

策定されていない。 

 エ 

 

教育手法及

び教材が開

発される。 

 オ 自動車整備

技術教育の

ためのカリ

キュラムが

組織的に実

施される。 

・現時点で少なくとも 2 年間

のカリキュラムに沿って授

業を滞りなく実施できる状

態にあり、またテキストの

改訂やレッスンプランの整

備、2 年生の OJT の見直し

等の取り組みが行われてお

り、残り協力期間において

教育手法、教材、及びカリ

キュラムの実施に係る技術

移転はおおむね完了するも

のと思われる。 

・現状を確認し、結果を JER
に記載する。 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 
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調査項目 
現状及び問題点 

（評価の留意点） 
対処方針 調査・協議結果 

 カ 技術教育の

現状に対す

る内部評価

が組織的に

実施される。 

・中間評価調査団より、卒業

生が到達すべき知識・技術

レベルの明確化及びこの知

識・技術レベルに基づいた

試験・評価制度の整備が、

今後 SJAHI における技術教

育を改善するうえで必要で

ある旨提言している。この

提言を受け、レベル I、レベ

ルⅡと呼ばれる SJAHI 独自

の試験設定、再々試験制度

の見直し、試験問題データ

バンクの整備等、様々な取

り組みが積極的に行われて

いる。 

・現状と課題を確認し、結

果を JER に記載する。 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 

   しかしながら学生の能力及

び自動車産業界のニーズを

勘案したうえで適正な技術

レベルを設定し、これにあ

った試験制度を構築するた

めには、入学者のレベル、

カリキュラム内容、試験結

果及び就職後の評価等の照

合を多年度にわたって実施

する必要があり、残り協力

期間で技術移転を完了する

ことは困難と予想される。

またGOTEVTは現在国家職

業技術標準の策定に取り組

んでおり、この進捗を見極

めつつ SJAHI の試験・評価

制度を構築する必要もあ

り、当該分野については今

後数年の取り組みが必要と

考えられる状況にある。 

 

  

(3) 評価5項目による

終了時評価の実

施 

 別添評価グリッドを活用

し、下記 5 項目評価を行

い結果を JER に記載す

る。ポイントは以下のと

おり。 

 

 ＊ プロジェク

ト目標の達

成度 

・プ ロ ジ ェ ク ト 目 標 は 、

「SJAHI は、現地の自動車

整備産業向けにサウジアラ

ビア人テクニシャンを輩出

できる」「SJAHI は自動車

整備技術に関する有効な訓

練を提供できる能力を備え

る」の２点である。 

・プロジェクト目標の達成

度について、卒業生の輩

出状況等のデータ、及び

ステークホルダーからの

ヒアリング等により確認

する。またプロジェクト

の各成果の達成度合いが

目標の達成にどの程度結

びついているかについて

も確認する。 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 



－15－ 

調査項目 
現状及び問題点 

（評価の留意点） 
対処方針 調査・協議結果 

 ア 計画の妥当

性 

・サウダイゼーションについ

ては国家開発計画中で長年

重要課題として位置づけら

れている。 

・国家政策と本プロジェク

トの位置づけを確認し、

上位目標の妥当性を確認

する。 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 

   ・ JADIK メンバー各社のサウ

ジアラビア人整備士の雇用

計画については十分な情報

が得られていない。 

・ JADIK メンバー各社の今

後のサウジアラビア人整

備士の雇用計画等を確認

し、上位目標、プロジェ

クト目標の妥当性を確認

する。 

 

・雇用計画については正確

な情報を入手することが

できなかった。 

 イ 有効性 ・プロジェクト目標の達成度

に記載のとおり。 

 

・左に同じ  

 ウ 効率性  ・成果に対する投入の質・

量・タイミングは適切で

あるかどうか確認する。

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 

    ・投入と成果の因果関係を

確認する。 

 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 

 エ インパクト ・上位目標は、「自動車整備

技術におけるサウジアラビ

ア人雇用拡大化政策（サウ

ダイゼーション）を推進」

することである。 

・ SJAHI が輩出する卒業生

が自動車整備業界全体に

与える影響とともに、

SJAHI の教育システムが

他業界にも影響を与えて

いる場合には、このインパ

クトについても確認する。

 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 

 オ 自立発展性

（見込み） 

・ SJAHI は JADIK 各社から提

供される予算で主に運営さ

れており、予算面での自立

発展のためには、JADIK か

らの長期的支援体制の構築

が必要とされる。 

・予算、組織体制、技術の

それぞれの観点から自立

発展性を確認し、残され

た課題を整理する。 

・現状を確認し JER に記載

した。詳細は第４章に記載

のとおり。 
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第４章 ５項目評価結果 
 

４－１ 妥当性 

 本プロジェクトはサウジアラビアの政策、わが国の有する技術の優位性等の点において、高

い妥当性があると判断できる。 

 

（１）サウジアラビア政策に対する整合性 

サウジアラビアでは特にサウジアラビア人若年層の人口増加を受けて、サウジアラビア

人の雇用拡大をめざす政策「サウジアラビア人雇用拡大化政策（サウダイゼーション）」

を推し進めている。サウダイゼーションは本プロジェクトが開始された第 7 次 5 ヵ年計画

（2000－2004）に引き続き、現在の第 8 次 5 ヵ年計画（2005－2009）」においても 重要

課題のひとつとして掲げられている。このサウダイゼーション政策については、職業訓練

制度の整備等、具体的対応が伴っていない等の指摘を受けてきたが、ここ数年は、政府に

よる職業教育支援など具体的な努力が払われ始めた状況にある。本プロジェクトは、この

ようなサウジアラビア政府の政策及び具体的取組みに合致した協力内容であり、プロジェ

クト開始当時からこれまで高い妥当性があったと判断できる。 

 

（２）国別事業実施計画との整合性 

サウジアラビアに対する援助重点分野としては「日本・サウジアラビア協力アジェンダ」

構想、「湾岸諸国との重層的関係の促進に向けた新構想」などを踏まえ、（1）教育・技術

教育、（2）環境（自然環境・都市環境改善）、（3）水資源開発、（4）保健衛生・科学技術、

（5）産業育成（中小企業振興、貿易・投資促進、観光開発）の 5 分野が位置づけられて

いる。本プロジェクトはこのうち（1）教育・技術教育の重点分野に該当しており、国別

事業実施計画と整合したプロジェクトであるといえる。 

 

（３）わが国の技術の優位性 

わが国は自動車整備技術、及び職業教育訓練機関の管理、運営について長年にわたる経

験を有している。特に民間企業によって自動車整備技術に係る教育方法、教材、及び教材

開発方法などの面で研究が進んでおり、本プロジェクトに貢献できる経験や手法が十分に

蓄積されている。本プロジェクトにおいては日本の自動車整備士教育用の教材を実際に有

効活用してきており、わが国の有する技術の優位性に立脚したプロジェクトであったと判

断できる。 

 

（４）他ドナーとの重複・補完関係 

現在までのところ、サウジアラビアにおいて本プロジェクトと同様の支援を行っている

ドナーは存在しない。ただし、海外資本民間企業とサウジアラビア政府による職業訓練支

援プロジェクトは一部で実施されている（「インパクト」の項参照）。 
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４－２ 有効性 

 プロジェクト目標及び PDM で定められた成果の達成状況から以下のとおり有効性を評価で

きる。 

 

（１）プロジェクト目標 

  1．「SJIAHI は、現地の自動車整備産業向けにサウジアラビア人テクニシャンを輩出できる」 

  2．「SJIAHI は、自動車整備技術に関する有効な訓練を提供できる能力を備える」 

 

  （指 標）1．卒業生の人数：プロジェクト終了時（2006 年 8 月）までに 540～600 人の卒

業生を輩出する。 

* 180～200 人の卒業生/年 

** 卒業率 90～100％ 

       2．生徒や整備企業など受益者の SJAHI に対する満足の度合い。 

 

プロジェクト目標の指標 1 及び 2 の観点からは、本プロジェクト目標はプロジェクト終

了時までに達成されると予想される。 

指標 1 については表 4-1 が示すとおり、2006 年 7 月卒業予定の在校生を含めた場合、569

人の卒業生を輩出することとなる。またこれら過去 3 年間の卒業率は約 91％ととなり、本

指標で定めた目標値を達成する1。 

2004 年度入学生については前年度及び前々年度よりも卒業率が低くなっているが、これ

は SJAHI が学生の質を保持するために態度不良な学生を退学させたことなどから生じた

ものであり、一定の技術レベルを担保するために必要不可欠な措置と判断される2。 

 

表４－１ SJIAHI 入学及び卒業生人数 

入学年度 志願者 入学者数 
既卒業者 

（在校生） 
卒業率 

2002 年 1,110 200 190 95％ 

2003 年 1,067 204 196 96％ 

2004 年 775 224 （183） （82％） 

2005 年 1,355 222 （199） － 

   注：2006 年 3 月 9 日現在。2004 年度入学生は 2006 年 7 月卒業予定。 

 

また、指標 2 については、なお改善の余地はあるものの SJAHI の教育についてはおおむ

ね満足しているとの回答をヒアリングにより JADIK 企業及び学生、卒業生から得ること

ができた。ただし JADIK 企業と SJAHI 学生、卒業生との間では満足度においては以下の

とおり差異がみられる。 

                             
1 SJAHI では 2004 年度学生に対して卒業試験の実施が予定されているが、同試験は合否を目的とした試験ではないため、在校生すべ

てが卒業できるものと推定される。 
2 2004 年度は国内の新設大学の増加、及びそれら大学との入学試験時期とのバッティングの問題が生じたために SJAHI 志願者数も減

少した。そのため 2004 年度は優秀な学生の獲得が困難であった点も要因として指摘される。 
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  （ア）JADIK 企業における満足度 

サンプリングしたワークショップを訪問し、JADIK 会員企業ワークショップにおける

満足度をヒアリングにより確認した（表 4-2～4-4、図 4-1～4-3 参照）。 

SJAHI 卒業生の「技術」レベルはおおむね期待していたレベルに達しており、多くの

企業で「満足している」との回答を得た。また、英語によるコミュニケーションも個人

差は大きいものの、許容できるレベルに達していると判断されている。一方で勤務態度

については多くのワークショップから、なお改善の余地が大いにあるとの意見が多く聞

かれた。特に頻繁な欠勤や遅刻等の問題が多くのワークショップで指摘された。このた

め JADIK 企業からの技術面、勤務態度面の両面を含めた総合的満足度は「期待どおりの

レベルで満足している」と「（満足、不満足の）どちらともいえない」の中間に位置す

る回答結果となった。ただし、他の学校を卒業したサウジアラビア人技術者との比較に

おいては、SJAHI 卒業生は明らかに技術レベルが勝っており、勤務態度の面でも同等若

しくは若干勝っていると評価されており、SJAHI 卒業生の比較優位は明らかである。な

お、技術、勤務態度においても個人差は大きく、どの企業においても非常に高く評価さ

れている SJAHI 卒業生も数名必ずいることを付記しておく3。 

 

表４－２ SJAHI 卒業生の技術面における JADIK 会員企業ワークショップ 

質問項目/回答 
期待以上で 

大変満足 

期待どおり 

で満足 

満足･不満足

どちらとも

いえない 

やや不満足 不満足 

回答数 1 12 2 0 1 納車点検 

％ 6 75 13 0 6 

回答数 1 10 3 0 2 定期点検 

％ 6 63 19 0 13 

回答数 1 6 8 1 0 作業指示書の遵守 

％ 6 38 50 6 0 

回答数 1 6 4 2 3 作業に要する時間 

％ 6 38 25 13 19 

回答数 0 10 4 2 0 英語コミュニケーシ

ョン ％ 0 63 25 13 0 

回答数 5 5 1 0 1 他校卒業サウジアラビ

ア人技術者との比較 ％ 42 42 8 0 8 

回答数 1 8 6 1 0 「技術面」満足度 

％ 6 50 38 6 0 

 

                             
3 表はジェッダ、リヤド両都市の JADIK 企業ワークショップ計 13 社、16 人からの回答結果による。回答者はフロア・マネージャー、

チーフ・メカニック等、現場で直接 SJAHI 卒業生をモニタリングしている人々である。なお本項目は卒業時（入社時）の状況につ

いて質問しており、現時点でのパフォーマンスを評価しているものではない。 
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表４－３ SJAHI 卒業生の勤務態度面における JADIK 会員企業ワークショップの満足度 

質問項目/回答 
期待以上で 

大変満足 

期待どおり 

で満足 

満足･不満足

どちらとも

いえない 

やや不満足 不満足 

回答数 2 1 9 2 2 勤労/学習意欲 

 ％ 13 6 56 13 13 

回答数 1 1 6 5 3 
時間厳守 

％ 6 6 38 31 19 

回答数 1 4 7 0 4 
５S 

％ 6 25 44 0 25 

回答数 1 2 10 3 0 
「勤務態度面」満足度 

％ 6 13 63 19 0 

 

表４－４ SJAHI 卒業生に対する JADIK 会員企業ワークショップの総合満足度 

質問項目/回答 
期待以上で 

大変満足 

期待どおり 

で満足 

満足･不満足

どちらとも

いえない 

やや不満足 不満足 

回答数 1 5 9 1 0 
総合満足度 

％ 6 31 56 6 0 

 

また図 4-1～4-3 は表 4-4 の回答項目を点数化し、平均点を図示したものである（期待

以上で大変満足している＝5 点、期待どおりのレベルで満足している＝4 点、満足・不満

足のどちらともいえない＝3 点、やや不満足＝2 点、不満足＝1 点として点数化している。

そのため、この場合 4.0 点がプロジェクト目標の完全な達成を意味することになる）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１ 総合満足度（平均点） 

総合満足度(平均点）

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

勤務態度満足度

技術面満足度

総合満足度
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                          図４－３：技術面満足度 

 

 

      図４－２ 勤務態度面満足度    

 

  （イ）卒業生・在校生の満足度 

卒業生を対象としたヒアリングの結果、卒業生は SJAHI で勉強した内容が現在の仕事

に役立っており、満足しているとの回答がほぼ全員から得られた。授業内容及び英語に

力を入れたカリキュラムについても高く評価されている。授業内容については SJAHI の
有する資機材の充実度、及び特に「電気」についての基礎知識を得られる点が SJAHI の
利点であると評価する声が多くあった4。一方で OJT についても現場での仕事を学べる

よい機会と受取られているが、第 1 回目の OJT（1 年生終了時）期間を現在の 1～2 ヵ月

程度に延ばしたらよいのではないかとの意見が多く聞かれた。また SJAHI での授業では

「技術」の授業時間を増やすべきとの声も多くあった。 

在校生については英語に関する不満（インストラクターが故意に難しい英語を使う、

技術の試験なのか、英語の試験なのか分からないような試験問題が多い等）や授業時間

の長さなどについて不満があげられたが、一方で授業内容や英語に力点を置いたカリキ

ュラムそのものについてはおおむね満足しているとの回答が得られた。 

以上の点から、改善すべき点もあげられているものの、プロジェクト目標の指標であ

る満足度については各関係者においておおむね達成されたものと判断できる。 

 

 （２）成 果 

  成果 1．「SJAHI の運営体制が確立される」 

  （指 標）1．スタッフの人数と能力、予算と決算勘定、委員会の数及び会議の回数、広

告の回数 

 

各指標の達成状況については M/M「ANNEX9、11、12、13」参照。 

SJAHI が本プロジェクト開始時に新たに設立された組織であることを考慮すれば、現時

点までに行われた運営体制整備のための努力について一定の評価はできるものの、現在な

お運営体制が完全に確立されたとはいえない状況にあるといえる。 

                             
4 GOTEVT 職業訓練校の自動車科では「電気」の授業はない。 

技術面満足度

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

納車点検

定期点検

作業指示書の遵守

作業に要する時間

英語コミュニケーショ ン

他卒サウジ人との比較

期待レベル＝4点

勤務態度面満足度

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

勤労/学習意欲

時間厳守

５S

期待レベル＝4点
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SJAHI の運営体制についてはプロジェクト開始時から実際の事業と同時並行に整備を進

めてきており、また、2005 年に中間評価調査の提言を受けて、SJAHI の組織構成の再構築

を行い、担当学年によるインストラクターの配置からエンジン、電気、シャーシの分野（エ

リア）別構成に再編成している。また、SJAHI 運営上の問題に対して意見交換の促進及び

責任体制の明確化を図るために各委員会が設立され、現在委員会は必要なタイミングで開

催されている。また副校長兼教育部長の業務偏重についても副教育部長を 3 人配置するな

どの改善がみられる。 

このように、運営体制整備に関しては継続的な努力が行われてきたが、関係者からのヒ

アリングによると運営体制は、なお改善の余地が大いにあるとの意見が多い。インストラ

クター間の情報交換、マネージメント部門から各インストラクターへの情報フィードバッ

クは、以前との比較のうえでは改善しているが、インストラクターはこれらが不十分と認

識している。また、脆弱なマネジーメント体制に起因する授業スケジュールの頻繁な変更

がインストラクターの授業準備などに大きく影響を及ぼしている点も指摘される。さらに

SJAHI の特にマネージメント部門において校長が JADIK 会員企業の職務を兼任している

ことや管理全般を担当するべき総務管理部長のポストが欠員のままである点が改善すべ

き点として指摘される。加えて、SJAHI 職員の各業務所掌、手順が明確に規定されていな

い点も課題としてあげられる。 

 

  成果 2．「技術教育に必要な資機材が調達・設置され、適切な運用及び維持管理が実施され

る」 

  （指 標）1．操作マニュアルと整備マニュアルのリスト 

2．メンテナンスの記録 

3．スペアパーツ調達のための保守契約のリスト 

4．資機材の内容と状態 

 

指標の観点からは本成果はおおむね達成していると判断できる。指標 1 については操作

マニュアルが 11 点作成されている。これは納入メーカーのサービスマニュアルをベース

に更に分かりやすく操作方法を伝える目的で作成されたものである。指標 2 のメンテナン

ス記録については、ストアキーパー及びメンテナンス担当者が記録を行っている。ストア

キーパーはエクセルをベースとした管理簿を利用して適切に資機材管理を行っており、管

理体制において大きな問題は見られない。また、指標 3 については現在スペアパーツ調達

のためのカタログが整備されており、インストラクター自らが購入申請を行える体制を整

えている。指標 4 については 2 と同様に、ストアキーパー、メンテナンス担当者及びイン

ストラクターが管理しており、資機材の現状についても逐次把握しており、特段の問題は

見受けられない（指標 1 については M/M「ANNEX14」参照）。 

以上のように現在の資機材利用、維持管理体制、及び管理状況については問題がないが、

中間評価時にも提言された中長期の資機材更新計画が現時点では未完成のままである。更

に強固な維持管理体制を構築するためにも本計画の早期の作成が必要である。 
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  成果 3．「C/P である SJAHI の教員の技術能力が向上する」 

  （指 標）1．日本人専門家による評価 

2．目標とされた教育技能の達成度合い 

3．SJAHI Qualification System Test（SQST）（ジュニアインストラクター全員

が協力期間内にインストラクターⅡに到達する） 

 

本成果については指標の観点からはほぼ達成されたと判断できる。指導方法や技術力な

どを広く査定する指標 3 の SQST において、プロジェクトが目標としたサウジアラビア人

インストラクター（ジュニアインストラクター）のうち現職の 5 名全員がインストラクタ

ーⅡに合格している（SQST の詳細及びインストラクターの昇格状況については M/M 

「ANNEX12、15」参照）。SQST は日本人専門家も査定に中心的に関与しており、日本人

専門家がインストラクター（C/P）の技術レベルを目標レベルに到達したと評価した、す

なわち指標 1 も達成したことが明らかである。 

ただし 2001～2002 年にかけて本邦研修を受けたサウジアラビア人インストラクター5

名については、1 名を除いて SQST テストに合格しないまま SJAHI を既に辞職している。

そのため当該 4名については技術能力の向上をプロジェクトとして継続支援できない状態

にあり、本成果での評価対象としては除外して考慮する（ただし辞職の問題については、

効率性の損失として分析される）。 

 

  成果 4．「教育手法及び教材が開発される」 

  （指 標）1．作成されたマニュアル、教科書、教材のリスト 

2．開発された教育手法 

 

教育手法の開発については期待された成果がおおむね達成された。一方教材の開発につ

いてはガイドラインの策定やマニュアルの作成など進展をみせているが、なお改善する必

要があると考えられる。 

プロジェクトではわが国で活用されている教科書をベースとして SJAHI 用の教科書、教

材を全 50 種作成してきた（M/M「ANNEX16」参照）。また教科書の構成についてフォー

マット、フォント、写真の利用方法等、幅広く教科書の構成項目を網羅した「教科書作成

ガイドライン」も合わせて作成している。また上述の 50 種に及ぶ教科書も毎年インスト

ラクターなどが改訂作業を行っており、徐々に教科書の内容も改善されている。これらの

活動、成果は高く評価されるが、教科書の内容が毎年改訂されているとはいえ、依然とし

て現在の SJAHI 学生には質・量の両面で過大であることがインストラクター及び学生から

指摘されており、適正な教材の内容・量の検討、見直し作業がこれからの課題として認め

られる。 

一方、教育手法については「教授法マニュアル」がプロジェクトにおいて作成されてい

る。また個々の科目において授業の内容、要点、授業方法を示す「レッスンプラン」が作

成されており、2006 年 3 月には全科目のうちの約 7、8 割が完成する予定である。このほ

かにもプレゼンテーション資料なども整備されており、教育手法の側面においては期待さ

れた成果が達成されたと判断される。 
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  成果 5．「自動車整備技術教育のためのカリキュラムが組織的に実施される」 

  （指 標）1．自動車整備技術で目標とされた技能を達成した生徒の人数 

 

カリキュラムについては 2004 年 7 月に改訂を行い、従前のカリキュラムよりも効果的

な授業展開、学生を極力飽きさせないといった側面に留意した内容となった。その点で、

新カリキュラムについてはインストラクターや学生からも評価されている（現行カリキュ

ラムについては M/M「ANNEX17」参照）。カリキュラムについては継続的な改善が必要で

あるものの、JADIK 会員企業ワークショップの満足度及び卒業生の人数から判断し、本成

果における指標は現時点では達成されていると考えられる。しかしながら、カリキュラム

の実施に関してはたび重なる授業スケジュールの変更が問題視されている。このため日常

的なカリキュラムの組織的実施という側面からはなお課題が残っている状況である。 

 

  成果 6．「技術教育の現状に対する内部評価が組織的に実施される」 

  （指 標）1．評価の記録 

 

プロジェクトでは試験方法・内容の改善に加えて、試験結果のみならず出席率等を加味

した総合的な学生評価のシステムを漸次整備しており、本成果については大きな進展をみ

せたと判断される。ただし、以下に記すとおり試験問題の精査、技術試験実施方法の標準

化など、本成果についてはなお課題が残っている状況である。 

筆記試験内容については一括にプールされた試験問題集を作成・利用することで、試験

を作成するインストラクターによって問題の難易度に差異を生じさせない体制づくりが

始まっている。ただし、これまでは試験問題のプールにのみ注力していた段階であり、個々

の問題のレベル、授業内容との関連性等の精査はまだ実施されていない。プールされデー

タベース化された問題集を有効に利用するために、各問題の精査作業がこれからの課題と

して残される。 

一方、実技試験については実施方法がインストラクターによって異なる等、懸案事項が

多くあり、実技試験の実施について標準化された形式を構築することが早急に必要とされ

ている。 

また筆記、実技による試験の結果がカリキュラム、授業実施手法、教材の改善のために

十分役立てられているとはいえず、試験結果をこれらにフィードバックさせる仕組みづく

りも合わせて求められている。 

 

４－３ 効率性 

 （日本側投入） 

  専門家 

日本人長期専門家については派遣のタイミング、期間、指導分野においておおむね適切

と判断される。長期専門家に欠員が生じた分野もあるが、欠員については、他の日本人専

門家の努力によってカバーし成果の達成を大きく損なう状況には至っていないと判断で

きる。一方、短期専門家についても、プロジェクトに対して多大な貢献があったことが

C/P 等からのヒアリングで明らかとなっており、適切な投入であったと考えられる。 
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  資機材 

供与資機材については有効に活用されており、成果への貢献の観点からはおおむね適切

な投入であったと考えられる。なおメンテナンス状況は現時点においては問題がないが、

資機材の多くは 5～10 年間での更新を念頭においているために、予算を含めた資機材の更

新計画策定が求められている。 

 

  研 修 

サウジアラビア人インストラクターに対する本邦研修は M/M「ANNEX7」に記載のとお

り 10 名に対して 9 ヵ月間、3 名に対して 3 ヵ月間実施された。研修は内容、タイミング、

期間の点において適切であり、研修生からも高い満足が表明されている。研修時に使用さ

れたテキストを今もなお自己の授業の参考にしていることなどからも研修での成果は現

在の SJAHI での事業にも活用されていると判断できる。 

ただし 2000～2001 年にかけて研修を受けたインストラクター5 名については全員が既

に SJAHI を退職しており、該当 5人については大きな効率性の損失があったと判断される。 

 

 （サウジアラビア側投入） 

  C/P の配置 

上述のとおり、2000～001 年にかけて日本で研修をサウジアラビア人インストラクター5

名すべてが契約期間の終了とともに SJAHI を退職している。SJAHI の運営体制、C/P の技

術能力向上等の期待した成果の達成に対して、これらの退職は大きな損失であったと考え

られる。 

 

  施設・機材/運営経費 

SJAHI の施設についてはサウジアラビア側から適切な投入が実施されてきており、今後

は機材の更新が課題として残される。また予算措置についても、JADIK からの投入等によ

り現在までのところ必要な運営経費が賄われている。 

 

４－４ インパクト 

・上位目標からの観点 

 上位目標：「自動車整備技術におけるサウジアラビア人雇用拡大化政策（サウダイゼーショ

ン）が推進される」 

 

 上位目標については、本プロジェクト開始以降、徐々に達成されていると考えられる。サウ

ジアラビア政府による公式資料が 2003 年以降更新されていないため、推定に頼る以外にない

が、表 4-5 のとおり従業員 20 名以上の企業における 2003 年時点でのサウジアラビア人自動車

整備技術者はわずかに約 3,100 人であり、全体の 6.5％を占めるに過ぎなかった。2004 年以降、

本プロジェクト終了までに SJAHI 卒業生が約 600 人弱輩出されることを考慮すると、従業員

20名以上の企業体ではサウジアラビア人技術者数が人数面でおおむね2割弱増加すると推定で

きる。現在の整備技術者の全体数が入手できないためにサウダイゼーション率は判明しないが、

少なくとも増加の方向性にあることはほぼ間違いないと考えられる。 
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 表４－５ 従業員 20 名以上の企業における自動車整備技術者数（2003 年） 

職種 外国人 サウジアラビア人 合計 

機械工 27,293 （90.5％） 2,877 （9.5％） 30,170 

電気工 17,453 （98.7％） 224 （1.3％） 17,677 

合 計 44,746 （93.5％） 3,101 （6.5％） 47,847 
       出所：Ministry of Labor 

 

 なお、この点について、本終了時評価調査時に JADIK 会員企業からの情報収集を試みたが正

確な情報を入手できなかった。SJAHI の中長期的なインパクトを計測するためにも、JADIK 会

員企業のサウダイゼーション率をモニタリングできる体制を整備することが強く求められる。 

 

 （その他インパクト） 

また、上位目標とは異なる観点からも以下のインパクトの発現が認められている。 

  ・SJAHI はサウダイゼーションの促進に取組む企業や政府にとって、有効なモデルとして

認識されている。現在までに国内のみならず、海外からも多くの見学者があり、SJAHI
は国内外で高い知名度を有するまでになっている。結果、他企業、他業種においても同

様の SJAHI 形式（官民協同による職業訓練校）の学校運営が計画されている。現在、

GM、ダイムラー・クライスラー、シーメンス、石油化学産業界等において進展中であ

る。 

  ・自動車整備士に対するイメージが向上した。 

  ・自動車整備士はブルーカラーの職種ではなく、マネ－ジメント部門などホワイトカラー

職種へのキャリアパスの一環にもなることが一部学生のうちで認識されるようになっ

た。 

  ・SJAHI の存在自体が日本製自動車の宣伝効果をあげている。 

 

 一方、特筆すべきマイナスのインパクトはみられない。 

 

４－５ 自立発展性 

 政策面 

サウダイゼーションは第 8 次国家計画において重要項目として掲げられていることからも

明らかなように、SJAHI は政策的な面で今後も継続的に支持が得られると考えられる。 

 

 技術面 

技術面についてはある程度の自立発展性を確保していると判断できる。プロジェクトでは

将来インストラクターが交替してもこれまでと同様の技術内容、理論を教えられるように

「レッスンプラン」の作成や試験問題のデータベース化を進めてきた。これからは技術面の

自立発展性を確保するうえで非常に有益であり、今後も更にレッスンプランや試験問題の精

査、技術試験の実施方法の標準化等を進展させる作業が必要である。懸念される点として、

外国人インストラクターを含め SJAHI のインストラクターは、自らの技術をアップデートす

るトレーニングの機会が十分に得られない状態が続いており、そのため技術革新の早い自動
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車業界においてはインストラクターのリフレッシュメントトレーニングを行わなければ、や

がてインストラクターの技術自体が現場よりも遅れることが危惧されている。このためイン

ストラクターのリフレッシュメントトレーニングの機会、実施方法を講じる必要がありこの

点では JADIK 会員企業との人事交流制度の構築等、JADIK とのより強い協力関係が必要で

ある。 

 

 財政面 

財政面においては比較的高い自立発展性があると考えられる。現在 SJAHI の運営に関して、

学生 1 人に対して約 4 万 SR の費用が必要である。そのうち 1 万 8,000SR が政府の人材開発

基金からの資金であり、1 万 9,000SR が JADIK メンバーからの拠出金及び学生の授業料

（3,000SR/年）で賄われてきた。職業訓練庁によれば、人材開発基金は少なくとも今後も現

在の援助額は維持する予定とのことであり、また JADIK メンバーも一部で拠出金の減額要求

はあるが、多くは現在の拠出金額を受け入れており、これからも同等の拠出金を期待できる

と考えられる。 

 

 組織面 

SJAHI の組織体制はプロジェクト開始当初と比較して、エリア制の導入や各種委員会の設

置などの点で改善が図られている。しかしながら現時点ではまだ十分な自立発展性を確保し

ているとはいえない側面がある。エリア制の導入によって同分野を受けもつインストラクタ

ー間の情報交換については一定の改善が見られるものの、特にマネージメントとインストラ

クター間の情報交換が不十分であり、必要な情報を共有できる体制の構築が喫緊の課題とさ

れる。また自立発展性の確保のためには、インストラクターの人材開発計画、人材登用計画

の作成が必要と考えられる。サウジアラビア人インストラクターの定着は SJAHI の喫緊の課

題であり、また現状では外国人インストラクターも契約更新を含めた将来計画が立てづらく、

彼らの SJAHI への帰属意識、ひいてはモチベーションを維持することが困難となっている。

両インストラクターが将来の方向性を確認することができる人材計画の立案が求められる。

この点においても上記技術面での自立発展性同様に、JADIK 企業との連携によるリフレッシ

ュメントトレーニングや人事交換等の仕組みが考慮される必要がある。 

 

 社会面/その他 

現在サウジアラビアでは大学、技術短大、職業訓練校の設立が相次いでいる。2006 年から

来年にかけては GOTEVT 管轄の学校が約 40 校増加することも予定されており、これによっ

て、SJAHI の応募学生の質、応募者数の減少が懸念される。このため SJAHI は優秀な学生確

保のための取り組みを更に強化する必要に迫られている。 

 

４－６ 結 論 

 本プロジェクトに関しては、プロジェクト開始時に策定された計画に沿っておおむね投入・

活動が実施され、これを受け、達成度の差異はあるものの PDM に定められた成果６項目にお

いてそれぞれ一定の成果を収めたといえる。またこれらの成果に基づき、SJAHI は既にサウジ

アラビアの自動車産業に年間約 200 名のサウジアラビア人整備士を供給し始めており、プロジ
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ェクト目標についても満足できる水準で達成されたといえる。プロジェクトが全く新しい学校

を設立するという段階から始まったことを考慮すれば、非常に高く評価できると考えられる。 

 しかしながら SJAHI には更なる改善のために課題がいくつか残されている。運営面では、教

育を円滑かつ効率的によく行うためにシステムの改善がなお必要である。また技術面では、

SJAHI が国内の自動車産業の要求に応えてその教育水準を持続的に改善していくことができる

ように、試験結果を教育内容の改善に向けてフィードバックする適切なシステムの構築が必要

である。SJAHI が自立発展性を確保するには、これらの課題に向けて引き続き努力することが

必要である。 
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第５章 重要事項に係る現状と課題 
 

５－１ 学校運営/インストラクター育成 

 SJAHI 開校以来 4 年が経過するなかで、1 期・2 期卒業生の評価も派遣先の JADIK 各社より

及第点を受け、サウダイゼーションの取り組みのなかではひとつの成功例としてサウジアラビ

ア政府より高い評価を得ている。設備などハード面での整備はほぼ充実し、また、学校組織と

しても形ができてきたが、年数の経過とともに学校運営という点で、下記（1）（2）の課題が

浮き彫りになっている。 

 

（１）脆弱なマネージメント 

校長が現地自動車販売会社（JADIK 会員企業）の役員を兼務し、また、総務部長が空席

のため、副校長（兼教育部長）に業務負荷が過度に集中しており、副教育部長の配置だけ

では、この問題は十分に解決されていない。また、マネージメントとインストラクターと

の間に情報がうまく伝達・共有されないこと等によりスケジュールが頻繁に変更するなど、

全般的に SJAHI の業務が必ずしも円滑にマネージメントされているとはいえないのが現

状である。さらに、学校運営方針及びスケジュールの策定、中長期的な人材育成計画立案、

日常的な会議の運営など、組織運営面においても更なる改善が必要な点が認められる。こ

のような状況下、以下の項目に関し、現地マネージメントへの適切な指導を行えるエキス

パートが求められる状況にある。 

  ① 校長/副校長のマネージメント力強化 

  ② 必要な人材補充・充実のため、支援機関である JADIK との連携強化 

  ③ 情報の正確な伝達/共有、定期的な業務評価/改善を目的とする円滑な組織運営の  

ための会議体制構築、及びその効果的な実施 

 

（２）SJAHI インストラクターのモチベーション低下 

  ＜サウジアラビア人インストラクター＞ 

日本にて研修を行ったサウジアラビア人インストラクターは過去 5 名退社し、2006 年中

に更に 1、2 名が退社すると見込まれている。育成したインストラクターが定着せず、中

長期の安定的な学校運営への障害となっている。主な理由として、SJAHI 内での昇進に係

る不満に加え、サウダイゼーションによりスキルをもつサウジアラビア人の市場価値が上

昇しており、昨今の好景気も影響して外部よりの引き抜きが増加していることがあげられ

る。そのため以下の改善が急務である。 

   ① SJAHI 人事制度（SQST）の定着化と人材開発計画の明示によるモチベーション強化 

   ② 現場経験が浅いため補佐的な役割にとどまるサウジアラビア人インストラクター

教育のため、JADIK と連携した定期的な現場実習の実施 

 

  ＜外国人インストラクター＞ 

昨今の好景気を背景として、外国人インストラクターのなかでも賃金面での不満が高ま

っている。2005 年 9 月に給与改定を実施済みだが、依然退社する外国人インストラクター

もあり彼らの不満を根本的に解消するまでには至っていない。サウジアラビア人インスト
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ラクターが長続きしない現状のなかで、経験豊富な外国人インストラクターのつなぎとめ

のため、以下の対策についての検討が必要とされている。 

   ① 資金面での支援団体である JADIK と連携したインストラクターに対する給与制度の

見直し 

   ② 退社インストラクターを見越したインストラクターリクルート計画の作成と実施 

 

５－２ 試験評価制度/カリキュラム、テキスト 

（１）現 状 

１）試験評価制度 

試験制度は学校教育の効果・評価を見極める基本的なツールであり、カリキュラム、

テキスト、レッスンプラン等の教育内容の集大成とも位置づけられるため、本プロジェ

クトにおいては試験制度の改善が重ねられてきた。また試験の結果をカリキュラム、教

材等に反映させる取り組みも始められている。 

学科試験に関しては、試験問題データベース（約 2,000 問）の構築等も行われ、着実

に整備が進められているといえる。一方実技試験に関しては、種々の対策は講じられて

いるものの、インストラクターによって試験の難易度に差異が生じているとの指摘もあ

り、課題が多く残されている。 

また試験全体の流れとしては、当初基準点に到達しなかった学生に対し再試験、再々

試験まで実施する方式がとられていた。しかしながら再々試験の実施がかえって学生の

授業に対する集中力を落としてしまう等の弊害も見られたため、再々試験を廃止し、代

わりに基準点に達しない学生に対してコンサルティングを行う等、フォローアップ体制

強化による改善が図られている。現在では試験、再試験等試験実施に係る全体の流れは

フローチャートとして完成されている。なお、卒業試験は実施しているものの、落第さ

せることが目的ではなく、卒業生の質を向上させるためには長期的に卒業試験の位置づ

けを変えるべきとの指摘もある。 

２）カリキュラム・テキスト 

2004 年 7 月に学生が内容に興味をもちやすいようカリキュラムを改訂し、学生、イン

ストラクターからおおむね高評価を得ている。またテキストは約 50 種類あり、毎年改

訂が行われている。在学中の学生やインストラクターからは、カリキュラムやテキスト

の量・質が過大であるとの声がある一方、卒業生からは適量であるとの意見が多く聞か

れた。なお改訂前のカリキュラムについて一部卒業生からは実技指導により重点を置く

べきであったとの指摘があった。また、母国語でない英語により教育を行っていること

が学生の授業の理解度を低めているとの指摘もあるが、卒業生の勤務するワークショッ

プのマネージャーからは、整備マニュアルの読解、外国人整備士・外国人客とのコミュ

ニケーションには英語が必須であり、SJAHI 卒業生は英語力で他校卒のサウジアラビア

人整備士よりも大きなアドバンテージがあるとの評価がされており、英語による教育は

SJAHI の前提条件ともいえる状況である。 

 

（２）課題・改善点 

試験評価制度並びにカリキュラム、テキストについては、既に大枠が固まりつつあるが、
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より質の高い教育をめざしていくためには、今後、試験・評価システムの更なる改善、及

び試験結果から教育内容を改善していくためのフィードバックシステムを確立すること

が求められている。主な課題と改善点は以下のとおり。 

１）試験評価制度 

筆記試験問題のデータベースは構築されているが、今後、有効性、妥当性を確認しな

がら試験問題を吟味し、ソフト面（試験問題の適正化、実施要領など）で継続した改善

を図る必要がある。 

実技試験は見直しの方向性が定まり、合否の判定、追加試験の実施、不合格者の対応

に係るガイドラインが策定されているが、今後これらの運用方法や実施要領などについ

て、検討・策定する必要がある。また試験制度自体だけでなく、教育内容、レッスンプ

ラン、試験結果の解析手法等と合わせ、総合的に見直すことが重要である。SJAHI 自立

発展化に向けては試験制度のガイドラインを作成するとともに、これに係る業務マニュ

アルの作成も必要である。 

２）カリキュラム・テキスト 

同一の講義であってもインストラクターにより、教育手法、分量が異なっているのが

実情であり、今後はレッスンプランの標準化が進めることが重要である。併せて、技術

要件と英語力も含めた学生の実態に即したテキストの改訂が必要である。また、カリキ

ュラム、テキスト、レッスンプラン等の教育内容の改善を図るためには、試験（筆記、

実技）結果からのフィードバックも重要であり、全体のバランスを考慮し、今後も継続

した改善が必要である。併せて SJAHI 自立発展化に向け、これらの業務マニュアルの作

成も必要である。 
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第６章 提言と教訓 
 

６－１ 提 言 

 本プロジェクトについては終了後にフェーズⅡの実施が予定されているが、これを念頭に置

きつつサウジアラビア側と協議のうえ、以下のとおり提言を取りまとめ JER に記載した。 

 SJAHI が今後短期・長期的に取組むべきタスクは以下のとおり。SJAHI は本プロジェクトの

残り協力期間において日本人専門家チームとともにファーストステップとして取組むべき事

項を明確にし、取組みを開始する必要がある。また本プロジェクトの終了後、SJAHI は引き続

き日本側の協力を受けつつも、自立発展性を獲得するために自らの課題としてこれらのタスク

に取組む必要がある。 

 

（１）学校の運営・経営システムの改善 

１）一般的な運営・経営システムの改善 

SJAHI は内部規定/規則や教育の実施、学校運営に必要な組織の追加・リバイス及び

これらの規程/規則に基づいた適正な学校運営による頻繁なスケジュール変更やスタッ

フ間の不十分な情報共有の防止等いつくかの運営面での問題に直面している。SJAHI は、

自力で持続可能な発展を果たすために、堅牢な運営・経営システムの確立に向け一層の

努力を行うべきである。その最初のステップとして、エリア内会議をより頻繁に開催す

るよう提言する。 

２）インストラクターの能力開発システムの改善 

インストラクターの能力向上は SJAHI の自立発展性確保のために必要な卒業生の技

能向上に直接的に資する。しかしながらインストラクターにあまりにも多い授業を受け

もたせるとインストラクターは十分な研修を受ける機会や自分で勉強する時間をもて

なくなる。このような待遇はインストラクターの能力向上を妨げるだけでなく、サウジ

アラビア人インストラクターの離職率を高くすることにもつながる。このため、SJAHI
はカリキュラムに対する適当なインストラクターの人数について見直しを図り、インス

トラクターに対する新たなリフレッシュメントトレーニング制度を導入するとともに、

インストラクターの適切な人数の再調整に必要な措置を講じるよう提言する。加えて、

インストラクターが自らの技能向上に意欲的になり、SJAHI に対して長期的な貢献を行

うよう、インセンティブ・システムを伴った SQST を適切に実施することが望ましい。

これに加え、インストラクターがその技能を向上させるにはワークショップでの作業経

験が必要なことに鑑み、JADIK 会員企業からインストラクターを募集する、若しくは

SJAHI のインストラクターと JADIK 会員で雇用されている自動車エンジニアとの人事

交流を行うための中長期計画を（JADIK 会員企業と相談のうえで）SJAHI が策定するよ

う提言する。  
 

（２）試験・評価システムの改善並びに教育内容の改善のための試験結果の適切なフィード

バックシステムの確立 

記述試験問題を蓄積するデータベースの確立、実技試験の手法と内容の再開発、試験結

果の授業内容とカリキュラムへのフィードバックシステムの確立のために努力するよう
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提言する。 

 

（３）機材の更新計画 

2005 年 1 月 16 日に署名された M/M に記されているとおり、プロジェクトの自立発展

性を確保するため、サウジアラビア側は減価償却を考慮したうえでわが国から提供された

機材も含め、すべてのトレーニング用機器の更新計画を策定することが強く望まれる。 

 

６－２ 教 訓 

 本プロジェクトにより得られた教訓は以下のとおり。 

 

（１）サウジアラビア側（GOTEVT、SJAHI）、日本側（JICA、JAMA）ともに官民のパート

ナーシップが有効に機能し、日本・サウジアラビア官民のステークホルダーによる緊密な

連携が行われたことが本プロジェクトに成功をもたらした。技術教育分野においては官民

連携による協力が有効であると考えられる。 

（２）プロジェクトの開始前に日本側の民間ベースで優れたカリキュラムとテキストを準備

したことが本プロジェクトの基盤となり、効率的に技術移転を行える結果につながった。

官民合同プロジェクトにおいては官ベースの協力期間にこだわらない民間ベースでの支

援が有効である。 

（３）教える側と教えられる側の双方にインセンティブと高いモラルがある場合にのみ、技

術教育が有効となる。高いモラルは技術教育校に入学する前に形成されていることが望ま

しいが、技術教育学校においても職業倫理に関する教育を行うことも技術教育プロジェク

トの成功に必要と考えられる。 
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第７章 フェーズⅡに係る意見交換 
 

 既に採択されている本プロジェクトフェーズⅡの協力内容・規模についてサウジアラビア側

と意見交換を行い、JER に日本・サウジアラビア双方の見解を以下のとおり記載した。 

 

（１）日本側は、SJAHI が直面している記述の課題〔第６章 ６－１提言の（1）～（3）に

記述〕を考慮するならば（1）及び（2）に記されたタスクに焦点をあてた、限定された

期間の協力がプロジェクトの第 2 フェーズとして望まれると述べた。 

（２）サウジアラビア側は、6 名の長期派遣専門家、5 年の協力期間によるプロジェクトの

継続が第 2 フェーズとして必要である、と述べた。 

 

 なお M/M に係る協議の終了後、SJAHI 校長より改めて、フェーズⅡにおける 5 年間の協力

を要望する旨調査団へレターが提出された（付属資料２）。 



付 属 資 料 

 

１．M/M（Joint Evaluation Report） 

 

２．フェーズⅡに係るSJAHI側からのレター 
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